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紫蘇アントシアニン色素の安定t生
一加熱，光食塩．砂糖，多糖順およびグリシルリチン類の影響一
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皿永山

　目的　マロニルシソニンを主成分とする紫蘇アントシアニン色素(ぶ下紫蘇AN)は昔か

ら梅漬けに用いられてきた天然の着色料である。演者らは梅酢中や他の色素ANと比較し安

定であることを確認した1)。今回は紫蘇ANを加えた緩衝液(以下MC)および梅抽出液(以

下M)中に食塩。砂糖，各種多糖頃およびグリシルリチン類を添加し，紫外線照射および

力囃による影響について検討した。

　方法市販の紫蘇を1.5鳩激50%エタノールを加えて磨砕し，吸引濾過した。濾液を濃

縮乾固後。純水に溶解しダイヤイオンHP-20に吸着させ，約5 £の純水で洗浄後,1%酢酸

－7｢瓦エタノールで紫蘇ANを抽出し，濃縮乾固した。胴の擬製は市販のﾉ｣ヽヽ梅を水にｰ一夜浸

漬し，生梅重量の1/2の純水を加えて磨砕後。濾過して活性炭で脱色した。紫蘇ANを添加

したUM(riC.l)およびm(F≪3.i)に食塩。砂糖，多糖頃(0.05～l瓦)およびグリシルリ
チン類(0.05%)を添加し，8時間紫外線照射(0.544er＆/cm2 ・min)および8時間,ioo°cの

加熱を行い，無添加区との退色率を比較した。
　結果　①紫外線照射した紫蘇mは大部分の多糖類添加およびグリシルリチン類添加で

無添加に比べ安定であった。しかし食塩と砂糖添加は無添加と退色率が変らなかった。
②加熱した紫蘇尚R場合，多糖類添加は無添加に比較し不安定で，グリシルリチン添加

ば｛;中で安定であった６食塩および砂糖添加は不安定であった。
　1}津久井亜紀夫，鈴木敦子：第37回日本食品低温保蔵学会大会(平成?年度)
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超持久競技選手の血液生化学的変化と栄養摂取について

日本女大家政　○丸山千寿子

東京医大公衆衛生　岩根久夫　高波嘉一

　目的　1ヽライアスロン競技は水泳、自転車、｀マラソンを連続して行う複合競技で、わが

国における競技人口は年々増加しており、ブロからアマチュアまで選手層に差がある。ア

イアンマy トライアスロンの場合、競技制限時間が15時間に及び、日常のトレーニングも

長時間にわたるため、選手の生体にかかるストレスは著しく大きい。そこで本競技を高強

度の運動のモデルのーつと考え、競技前後の血液生化学的変化と競技前および競･技中の栄

養摂取について知ることを目的とした。

　方法　アイアンマンジャパン・イン琵琶湖(水泳3.9k哨、自転車180.2kB、フルマラソン

42.2ka) に出場した日本人男子選手18名(25-52歳) を対象に、競技前々a、前日および当

日の食事調査を実施した。競技前々日と競技終了直後に身体計測と血液生化学的検査のた

めの採血を行った。'競技所要時間が10時間30分未濤の高成績(F)群4名と　10時間30分以上

を要した低成績(S)群14名について比較検討した。血液生化学的変化は競技前々日の値に

対する競技終了直後の変化率で検討した。

　結果(F)群は(S)群に比ぺて血清タンパク、アルブミンの増加率が高く(p<0.05)、グル

コ―スの増加率も高い傾向にあった。高成績群は低成績群に比べて前日のタンパク質摂取

量が少なく(P<0.05)、糖質エネルギー比が高い傾向tこあった。競技中の標準体重あたりエ

ネルギー摂取量は(F)･群が86±43kcalで(S)群の54±15kcaltこ対して多かった(p<0.05)。競

技前及び競技中の栄養摂取状況は競技前後の血液生化学的変化に影響するものと思われた。
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